
 

１ はじめに 

 課題研究において、生徒一人一人の表現力を養成

するには、何をどうすればよいか。昨年度、このこ

とを考察するために、生徒の課題研究を分析するこ

とから始めた。生徒が自由にテーマを設定し、自由

な発想で取り組ませた。他に例のないテーマを設定

し、発想や考察が独特で面白かったが、表現方法に

ついては助言・指導をしなければならないものが多

かった。今年度については、昨年度の内容を踏まえ、

実施方法を考察し、クラス数を増やして実施した。 

 

２ 研究の目標 

(1)  現在の生徒各個人の数学的な表現力を測る 

(2)  生徒一人一人の表現力を踏まえて、テーマ

と内容を考察する 

(3)  表現力を養成させる課題学習のポイントを

考察する 

 

３ 研究・実践内容 

今年度の研究については、１年生普通科２クラス、

３年生生物工学科１クラス、普通科１クラスで実施

した。３年生の２クラスについては、多くの生徒が

数学に苦手意識を持っているが、授業中ユニークな

表現や発想を見ることがあり、夏休みの課題として

実施した。課題研究の事前指導として、テーマを選

択させ、図、表、グラフを用いるよう指示し、さら

に自分の周りにある事柄について考察することを指

導した。 

(1) 形式 

  昨年度と同様に紙媒体のレポートにして提出さ

せた。発表については、レポートの中での表現力

を見るために事前に連絡をしていない。 

(2) テーマ 

昨年度は、生徒が自由にテーマを決めていたが、

今年度については、予め用意した以下のテーマか

ら選択させた。 

 ・三角比を用いて自宅の高さを測る 

 ・同じ誕生日の人がいる確率 

 ・道順の総数 

 ・日常に隠れた確率 

 ・偏差値 

 ・絶対値を含む関数と方程式 

 ・生活の中の黄金比を調べる 

 ・生活の中の白銀比を調べる 

 ・正多角形と円周率の値 

 ・ピザの等分法（何人分まで均等に？） 

 ・相似を利用する作図 

 ・正五角形の作図 

 ・天文航法 

 ・ものの数え方 

 ・時計を使って方位を調べる 

 ・トランプの確率の問題 

 ・和算の問題を解く 

 

４ 生徒の課題学習 

 (1) 黄金比と白銀比 

  このテーマでは、黄金比・白銀比を選択した１

年生のほとんどが計算していた。これに対して、

３年生のものは、日常生活の中にある黄金比・白

銀比を取り上げるものが多かった。計算で算出す

るものと日常生活にあるもので分かれるようにな

った。３年生との話の中では、黄金比と白銀比を

見つけることが楽しい、という意見が多かった。

表現力においても、計算による数式によるものと、

絵や図を用いてユニークな構成のものとで対照的

であった。 
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(2)  同じ誕生日の人がいる確率 

 このテーマについては、１年生だけが多数選択

していた。どの課題研究を見ても、計算によって

確率を出しており、結果の考察について取り上げ

ているものはなかった。１年生と話をしたときに

は、誕生日については個人情報のため、自分のク

ラスでの検証は難しいということであった。 
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(3)  ものの数え方 

 このテーマについては、３年生生物工学科の

生徒のほとんどが選択した。数学的な考察より

も知識を広げるテーマであるため、取り組み易

かったようである。課題研究の内容を見ると、

個性豊かなものが多く、分かりやすく表現され

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 今後の課題研究について 

 (1) 今回の課題研究について  

  今回はテーマを提示し、自分で選択して取り組

ませた。数学的な内容のテーマであるため、ネッ

ト上の内容そのままのものがあるが、昨年度より

も数学的な表現が多くなり、表現力の向上につな

がったと思う。生徒の課題研究全体を見ると、同

じテーマであっても、数式によって考察し表現し

たものと、日常生活の中にあるものを見つけて考

察し表現したものに分かれている。数学に苦手意

識を持っている生徒が多い３年生普通科・生物工

学科では、後者の方が圧倒的に多い。昨年度の課

題研究を振り返ると、同様の傾向が見られた。こ

れらの生徒の感想の中に、「学校で数学を勉強する

意味が分からず、やる気を出して取り組むことが

少なかった。この課題研究によって、日常生活の

中に数学を発見することができ、少しだけ数学が

楽しくなった。」というものがあった。今回の目的

とは違うが、生徒が数学の楽しさを少しでも知る

ことができたことは良かったと思う。 

(2) 今後の課題学習について 

 自由にテーマを選定した昨年度に対して、今年

度は数学的なテーマから選択させたことで、課題

研究の内容も数学的な表現のあるものになった。

数学に苦手意識を持っている生徒でも、頑張りを

見て取れる数学的な表現をしていた。ただ、現段

階ではテーマの選定によって表現力の養成を図

る部分が多くなっている。昨年度の反省点として

上がった、課題学習の構成例、目的、目標、予想、

考察、結果などを、徹底することができていない。

次の機会では、事前指導の時間を確保し、生徒の

積極的な課題研究になるように十分な説明をし

たい。 


